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企業情報システムの技術的ユlザーニーズの動向
TechnicalUsersNeedsforlnformation SYStemS

OAは,オフィス活動の機イ城化である｡その範囲は一重めてJ工いしト企業での,情報

処理活動の計算機化に限って述べることにする｡

企業活動は,PLAN,DO,SEE(7)三捕動から成り,各活動の特徴にこたえる情

報システムが必要である｡二の特徴は,情報処理技術的には､データ構造,処理手

続の事前定義の叶否,すなわち,定形,非定形に対応する｡

本紙の目的は､ユuザ【ニーズとしての技術課堪をホすことにある-)そのため,

情報システムとしてのユーザーイ ンタフェース,すなわち,計算機との会巨話方式,

システム開発方式,機器構成としての分散システム,の技術課題をホす｡

l】 緒 言

OA(オフィスオMトメ【ション)というf‾口語は,オフィス晴

勅の機械化とし､う目的を述べたものであろう1)_)二の用語は,

二大の二つの点であいまいであるため,その意味するところが

i莫然としている｡第一は,企業活動のどのような而をオフィ

ス柄動というのかという′キ,第二は､どのような機械化を指

しているのかというノ.上土,である｡

本稿では,OAを企業での情報処理f六軌の,計符俄による

サボⅦ1トンステムとしてとらえる｡本稿の目的は,召≧業情報

処‡里のニ【ズから,新たに開発すべきユーザーニーズとして

の技術課題を明らかにすることである｡

臣l 企業情報システムの3形態

_介菜捕動ほ,PLAN,DO,SEEの3椎のi石動とそのサイ
クルとでモデル化される(図1)｡各f‾iI割に対応する情報シス

テムを,企睡j情報システム,操業情報システム及び実績情報

システムと呼ぶ｡製造業の場合には､例えば,介沖j情報シス

テムは事業計画や技術開発を,操業一卜軒取システムは生産管理

を､実績情報システムは監査業務をサポートする情報システ

ムである(､

企画情報システムの特徴は,処王里の都度,扱うデータの種

類や処理手続が変わる点にある｡それは,二の業務がルーチ

ンワークでないからである｡操業情報システムでは,扱うデ

ータの棺類や手続はあらかじめ定まっていて､処理の都度変

わるのはテmタ値だけである｡それは,この業接がルーチン

ワークだからである｡実績情報システムの特徴は,扱うデー

タの種類はあらかじめて右まっているが,処月ミ丁続が処f里の都

度変わる点にある｡操業の実績情報を扱うか,予期しない事

態の分析を行なうのが,この業務だからである｡

計算機化が最も進んでいるのは,操業情報システムである｡

このシステムを通して集められたデ冊タの多角利用システム

が,実績情報システムである｡したがって､実績情報システ

ムも計算機化が進んでいてよいはずであるが,実際はそれほ

ど進んではいない｡企画情報システムは,手斗学技術計算に限

れば,その計算機化の歴史は黄も子ト､｡しかし,大量の文吉

情報を扱う分野では,全くの未開発である｡

このように計算機化に差が生じた理由は,ハードウェアの

制約である｡今日,この制約は解消されつつあるが,今度は
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図l 企業情報システム 企業活動はPLAN,DO,S巨Eの3活動から成

り,企業情報システムは各フ舌動に対応Lた･1官報システムから構成される｡

既開発のシステムソフトウェアとその常識が,新たな分野へ

の展開の障唯となっている2)｡

田 情報処理の分類基準としての定形･非定形

情報処理を行なうには､処理対象であるデー一夕構造とその

処理手プ統の完:潅が必要である3).｡二の向定義,すなわちプロ

グラムにデ【タ値を与えて,処理は行なわれる｡これを記号

で表わすと,

プログラム=テMタ構造＋処理手続

処理=プログラム十データ

である｡

従来の情報処理技術では,データ値が与えられる前に,こ

の内定義ができるとした｡操業情報システムでは,まさにこ

の条件が成立Lたため,システム開発者はプログラムを開発

し,業務相当者はデータを与えるだけという分業体制が取れ

たわけである｡業務担当者がプログラム開発に参加せずに計

算機を扱えたために,操業情報システムは広く普及した｡

企画情報,実績情報の両システムでは,上述の条件は成立

しない｡この両定義のうちの少なく とも一方は,データ値を

みなければ決まらない｡個々のデータ値ごとに,しかもそれ
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図2 データ構造･処理手講読定義可能時点と情報処‡里システムの

定形･非定形 処理はデータ構造,処理手続を定義し,データを入力L実

行される｡この二つの定義とデータ入力の実行時点の前後関後により,情報処

理システムは定形,非定形に分類される｡

データ構造

定 形 非定形

処
理

手
続

定

形

操業情報システム

非

定
形

実績情報システム 企画情報システム

図3 データ構造,処理手続の定形,非定形と情報システム

情報システムは,そのデータ構造と処理手続の定形,非定形により,情報処理

技術的に分類でき.Lかも,それは企業情報システムの分乗頁に対応する｡

を得た時点で､プログラム開発を他人に根んでいたのでは､

ソフトウェア開発コストが高価過ぎるだけでなく,処〕哩結果

入手までの時間も艮過ぎる｡業務担_当省は,部分的にでもプ

ログラム開発に参加する必要がある｡業務抑当者をシステム

開発に参加させるための簡易言語が,情報処理の主要技術課

題となってきた｡

従来の情報処理は定形,OA関係の情報処理は非三右形と言

われる｡二の言明が有意味であるためには,定形,非定形の

定義が必要である｡二こでは,デ【タ構造と処押下続の定義

可能時点の,上述の議論からこれを行なう｡

データ構造と処理手続を,それぞれ事前て右義可能かプチかで

分類L,可能な場合を定形,否の場合を非定形と呼ぶ｡事前

定義可能とは,データ値が与えられていなくても,定義でき

ることである(図2)｡この両者の定形,非定形によって情報

システムは,3椎に分類できる｡ただし,データ構造が非定

形で,処理手続が定形はあり得ない｡この場合は除いてある

(図3).二i

この定形･非定形による情報システムの分芙削ま,企業情報

システムの分類に対応する｡操業情報システムは,デ【タ構

造,処】埋手続共一に定形であり,実績情報システムは,データ

構造定形,処理,下続非定形であり,企画情報システムは,デ

ータ構造,処理手続共非定形である｡

実績情報システムは,データ構造定形であるから,業務担

当者は処理手続だけ定義すればよい｡ニのための簡易言語が,

データベース検索,リポート作成言語2)･4)である｡

企画情報システムでは,データ構造も業務･担当者が滋養し

なければならない｡史書やイメ【ンデ【タを演算対象となる

データ構造に変検していく処理5)も,マンマシン的に一美行し

ていかねばならない｡このような非定形データ構造を一級うた

めに,人指Jは用紙をチータ管〕哩の喋休とLて憎い,記械テM

タをパターン認識的に処理してきた｡この方式をマンマシン

インタフェースとして採用したのが,用紙召二理6)-7)であるLコ

マルナウインドウ6)-8)は,CRT(Cathode Ray Tube)面上で複

数用紙を二級うための仕j卦けの一方式である｡

データ情道1王形に対するOS(オペレーティングシステム)の

情報背理システムは,ファイル管王型,テ【タ符〕哩という階層

構造をとっている9).｡デ【タ構造非定形に対しては,データ

符群の位置に捕手紙背理がくるはすである｡従未の情報処f引立

椰=ま､ユーザーにデ【タの物理構造を意識させないことを理

想とLてきた｡和紙管王削ま,用紙という-論f即勺な､しかし,

それか′､ルフでできた用紙に対応するという意味で,斗勿f即勺

な格納喋休をユーザーに意識■させるものである｡

【】 計算機との生産的な会話方式

圭ず,人間同七の会㌻講について巧‾察する(｡会i講の喋体は,

通常.再声が補いられる｡少L込み入った議論になると男枇

とク､紙のように,議論対象を記入する媒体が用いられる｡斉

声で真一配される言葉は,計算機の会読言語のコマンドに対応

する.｡黒松に記入するものは,コマンドに対応するものもあ

るが,七として処f里対象である｡

会,講はプロセスとして,ニ大の構造をもっている｡話し手が

聞き手に意思を伝えるための会話が,その最小の構成要素で

ある｡聞き手が話し手の意思を+哩解するために行なう門間も

これに含圭れる｢これを,一方向単位プロセスと呼ぶことに

する.-)二れにこたえて,話し手と聞き手が入れ賛わり,一一方

向単位プロセスとLての会話が行なわれ,一単位の会話が完

成するこ､二れを単位プロセスと呼ぶことにする｡会話プロセ

スは､二の単位7■‾ロセスの連鎖として実現する(匡14)(〕

会
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---____一一一 質問 )音声
図4 人間の会話モデル 人間の会話プロセスをモデル化Lている｡話

題が複∃鮭になれば黒板とか音符が用いられ,それが常時表示される｡



人間の会話 人間､計算機間の会話

コ マンド
コ±:土 キーボード操作
日P

CRT画面

処理対象物 黒板,書類, CRT画面

コマンド入力のためのCRT画面の役割

コマンド表示:入力確認(｢キーボード操作による意思表現+の不自然さ対策)

コマンド入力のためのガイド:計算機側の会話語い不足対策

注:略語説明 CRT(Cathode RayTube)

図5 人間の会話と人間～計算機問の会話 人間の会話と人間へ計

算機間との会話の対比から,現在の人間～計算機間の会話方式の不自然さを示す｡

計算機との会話では,通常,ビデオデータ端末か朋いられ

る｡二のCRT画面の本来の目的は,男根の役割をさせること

である｡音声表現の代わりにキ【ボ【ド操作,黒板の代わり

にCRT画[朗である.〕人間同十の会話では,コマンドは黒板_と

には通常表示されないか,計算機との仝i試では,CRT上に表

示される(,これは,計算機に話しが伝わったか否かの確認と,

どこまで伝わったかの,人間側での確認が目的である(つ これ

は,会話の和子とLての計算機の語し､不旭とキーポMドの会

話喋体としての不【rj然さを,人間側で補う機能である(図5)Lつ

_L述のように､人間かごフ計算機への会話では,人間側が聞
き手の機能を補助する必要がある｡そのため,計算機が聞き

手である一方向単位プロセスだけが目的の会話方式か作J〕れ

ている｢- その例が､対話形コマンド入力方式やメニュー方式

であるt〉 情報処理技術者の中には,これJJの方式を計二算機が

人間を援肋する機能とイ言じているものもいるが,それは全く

の思い違いである｡

より高度な内容を議論し合うための会話機能は,黒板機能

のCRT化である｡CRTil和郎としてコマンドだけでなく,処理

対象物を常時表ホするものである｡処理対象物の表示法には

二つある｡その一つは処理対象物の構造表示であり,他の--一

つは処理対象物そのものの表ホである｡構造表示の場でナは,

常時表ホとはならない｡

処理対象物の構造表示は,デ【タ構造の表ホである｡,これ

を表示するDB(デ【夕べース)検索言語が開発されている2)｡

二れは,データ構造定形,処王翌下続非定形な情報システムに

使われる｡

処理対象物そのものの表ホの例は､用紙表示6ト8)である｡

これは3章の議論から,データ構造非定形な情報システムに

必手白な会話方式となる｡この表ホは,一方向単位プロセスご

とに更新さちLるから,処理対象物の変化の様を人間はとらえ

得る｡この機能が黒板機能の中で最も有効な点であり､込み

入った人間の会話で,黒板が多用される理由である(〕

用紙の常時表示の意義を更に検討してみよう｡

デ∬タ構造の定義とは,データの名称とタイプ(巧空)を定め

ることである｡デ【タ名称は,処理手続からその使用データ

を指定するために,データタイプは,そのデータに許す演算

を規定するために必要である｡

ところが,人間の机上での事務作業には,データタイプと

いう概念は存在しない｡データ名称についても,】‾ファイル+

に名称を付けるか,図表に見出しを付けるく らいである｡二

企業情報システムの技術的ユーザーニーズの動向 751

れさえしない場ナナもある｡

各人が背理するチータに,事細かにデ【タ名称,データタ

イプを完三義する必要があるとしたら,机上作業に計算機を使

う気になるであろうか｡それらを完三義する作業の煩雑さに困

惑するはずである｡机上作業で人間が,データに名称もタイ

プも定めずに情報処理作業ができるのは,処理対象物をⅠ∈i接

目で見て処声里するからである｡

この作業様式の計算機システムでグ)模擬は,(1)処理対象物

を,輔祇及びその複合体である｢ファイル+として表現し,

(2)それらをCRT面上に常時表示する,ことである｡ファイ

ル,用紙､そして用紙内に記載された処三哩対象物は,カーソ

/レで指定することになる｡

CRT面上でのこのような用紙処手堅を通して,データは抑分

化され､構造化され,名称が付けられ,タイプが定義される｡

;主形情報処理のためのデ【タ構造に変換されるわけである｡

非忘杵引背報システムの会話方式を開発する際に陥りやすい

子篤としぺは､際限のない会喜活コマンドの乱造と,それによる

計第機リソ【スの無駄使いである｡個々のユーザーのための

使いやすさの追求と.計算機リソースの経済的利用とを両立

させるのが,堪本コマンドと複合コマンドの分離管f里のぢ▲え

である｡複合コマンドは自由に作らせるが,その数呈は,何

個のユ【サー別に制限するものである｡これにより,新しい

校合コマンドが必要になれば,使用ク栢度の化もい授合コマンド

は拾てることになる.〕

B 再利用度と対象業務に応じたソフトウェア開発方式

ソフトウェア開発は,仕様設計,プログラム設計,コーデ

ィ ング,テストというプロセスを取るとされ,これをサポー

トする各稚ツールか開発されている｡仕様設計は,その対象

業務に依存するため,業務部門とシステム部門との共同で行

なわれる｡この開発方式の問題ノ引ま,この仕様設計にある｡

二の方式で開発されたソフトバグの数として56%,修正コス

トとして82%が,この仕様設計の誤りである2)｡

安求仕様に誤りか多いのは,(1)運用時の環塙条件に未確定

なものが多いため,要求仕様が決まらないこと,(2)要求仕様

はi央まったとしても､それをシステム部門に言渋りなく伝える

ことは困難であること,である｡この解決策の一つが,非定

形情報システムの簡易言語を用いた,業務担当者によるソフ

トウ_1ア開発である｡

再利用度の高いソフトウェアをこの方式で開発したのでは,

計算コストは耐えられない｡そこで,簡易言語を用い,試行

錯誤して得られた処理内容を,仕様設計として扱う方式が生

まれる｡これがプロトタイピングと言われるものである2)｡

プロトタイ ピングでは,プログラム設計以降のプロセスは

変わらない〔)そのため,簡易言語で得られた処理手続を土台

として,そこから,例えば,中間結果の表示といった不要部

分を省いていくというプログラム開発方式もあるはずで.ある｡

これを,会話処理的に実行することも可能であろう｡

開発ソフトウェアの再利用度に応じて,これら開発方式の

一つを選ぶべきである(図6)｡簡易言語から出発するソフト

ウェア開発方式を適用できる分野は限られる｡システムソフ

トウェア開発は無J翠である｡逆に言えば,システムソフトウ

エア開発に過した開発方式は,応用ソフトウェアの開発に不

向きということである｡

応用ソフトウェアの開発の問題点を,上述とはやや追った

観一斗二から議論してみよう｡

仕様設計に誤りが多いのは,業務部門とシステム部門とで
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ソフトウエア開発方式 ソフトウエア再利用度ソフトウエア生産性 処 理 時 効 率

1 要求仕様定義→ソフトウエア設計一コーディング→テスト 高

低

小

大

大

小

2 プロトタイピング→ソフトウエア設計一コーディングーテスト

3 プロトタイピング→不要処理の除去

4 簡易言語によるシステム開発

は用し､る用語か違うこと,また,同じ閏語を伺いていても,

その意味が微妙に違うことに原田がある｡業務部門は,その

業務固有の用語で要求什様を記述するのに対して,システム

部門は,論理学の言語で処理手続を記述しようとするr_､

高級言語は,計算機のハードウェア特性には依存しないも

のとなり,論理学の言語となっている｡命題論理とし-うイ氏二大

の論理言語から,述語論理という高次の論理言語へ党旗しつ

つある｡そのため,処理手続の記述量は大幅に減少してきた｡

これはシステム部門からすれば,ソフトウェア生産性は向

上するかのようにみえる｡業務部門からすれば,二の椎の論

理言語による処理手続記述は理解困難なため,要求仕様に適

合したものか否かが判断Lにくい｡高級言語化か要求仕様の

誤り解消に,Lたかって,ソフトウェア生産性向上に,それ

ほど効果を発揮しない理由である√､

論理言語は,論理形式の表現能力としては万能である｡そ

のため,これを業務部門が修得すべきだという意見がある｡

これは,言語の本質を理解しない意見である｡

各民族の言語は,その民族の文化の表われと言われる｡そ

こまで言わなくても,電気工学は電気工学の用語を,機寸城二｢

学は機械工学の用語をもっている｡電気工学と機械工学のあ

る椎の問題ほ､共に同一形態の微分方程式で表現される｡し

かし､この微分方柁式が理解できたからといって､電気_t苧

と機械工学が共に理解できたと一考･える人はいないであろう｡

微分方程式は､論玉里言語にすぎないかごっである｡

以_Lの議論は,次のことを示唆している｡仕様設計の誤り

をなくすためには,各業務分野の用語法にのっとった計算機

言語が必要である｡応用ソフトウェアの要求仕様の誤I)は,

論理言語の発展によっては解消しないとし-うことである｡

田 効果対費用管理のための分散システム

分散処理システムは,並行処理によって処理時間の短縮と

機器の稼動率を上げるものと考えられてし､る【つ この分散化の

必要がなければ,17㌔の大形計算機の中で多数のタスクを同

時処理させ,ノ､-ドゥェア及びソフトウェアの分割損をなく

すべきだと言われてきた｡これらは共に,｢与えられた仕事+

を,最も効率よく計算機に実行させることを臼的とする｡

この目的でシステムを構成することは,常に,計算機のユ

ーザー企業にとって望ましいであろうか｡各仕事の企業価値

との関係で,その使用リソース量を適切に抑える管理がなさ

れれば,この目的は妥当である｡この管理が行なわれなけれ

ば,どうなるであろうか｡

汎用計算機のOSは,マルチジョブというプログラムの拡

張,追加を容易にする仕潜卜けを備えてし､る｡個々の業務担当

者は,プログラムの拡張,追加を要求する｡ある限度がくる

までは,OSは負荷増をr吸収するために,この要求は′受け入

れられる｡ここに,負荷の｢自然増+というメカニズムが発

生する｡

負荷の自然増は,定形情報システムでも起こっているが,

図6 ソフトウェア再利

用度とソフトウェア開発

方式 ソフトウェアはそれ

が再利用される度合が高いか

低いかによって,開発方式を

変えるペきである｡

非定形情報システムでは,これは加速されるはずである｡非定

形情報システムには,個々業務托当省が｢容易+に計第機を

使う仕掛けが作られるからである｡もちろん,企業価値の高し､

仕事で,計算機使用量が爆発的に増加するのは大いに望ましい｡

5章で,システムの要求仕様作成の閑雅さを述べた｡その

困雉さのため,計賃機費用の評価も困難である｡システムの

常田対効果を一事前に評価するのが困難であれば,一事後評価か

明確に行なえ,不要な負荷の自然増を抑える仕掛けが計算機

システムに必要であるハ それか分散システムである10)｡これ

は,業務別に計算機を分割設置するものである｡従来の分散

システムを負荷分散と呼ぶならば,これは業務分散と呼ぶべ

き･ものである｡

業務分散システムは,業務部門間に計算機有効活用の競争

原理を生み出すものである｡費用対効果が上がれば,その業

務部門用に計算機は増設され,__l二がらなければ､より効果の

あるシステムのために,システム改造ということになる｡こ

れはもちろん,計算機の有効件が十分認識されてし､るユーザ

ー企業でできることである｡

ti 結 言

OAを企業情報システムとしてとらえ,企業情報システム論

とい､うべきものを試みた｡もちろん紙数の関係で,その概

略Lか述べ得なかった｡この議論でホLた企業ニーズから,

ユーザーニーズ'としての技術課題を展開した｡ユ【サーニ【

ズとしての技術課題であるから,すべてユーザーイ ンタフェ

ースの技術である｡ユ【サーには直接目に触れない技術につ

いては,全く触れなかった｡
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